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住友建機のアセアン地域での事業拡大について 

住友重機械工業株式会社の１００％子会社である住友建機株式会社（本社 東京都品川区：社

長 清水 謙介）は、アセアン地域への建設機械供給拠点として、インドネシアに工場を建設

します。住友建機では現在 千葉工場・中国唐山工場の２工場で全世界に建設機械を供給して

いますが、建設機械の需要が新興国へ急速にシフトしているため、第３の工場をアセアン地域

に建設するべく調査を進めていました。この度アセアン地域の中でも最も建設機械の需要の多

いインドネシアに現地法人を設立し、工場を建設することを決定しましたので以下概要をお知

らせします。 

記 

1. 設立する会社の概要 

（１）社名         PT. SUMITOMO S.H.I. CONSTRUCTION  
          MACHINERY INDONESIA  
（２）所在地    インドネシア共和国 カラワン県  
（３）資本金    ３,３００万 US ドル（日本円 約３０億円） 
（４）株主     住友重機械工業１０％、住友建機９０％ 
（５）設立     ２０１０年７月予定 
（６）敷地     約１００,０００㎡ 
（７）従業員数   約２００名 
（８）操業開始   ２０１１年９月予定 
（９）生産能力   油圧ショベル 年間１,０００台  

(１２トン、２１トン、２４トン、３５トンの４機種) 
（10）設備投資額  約２３．５億円 （土地、工場建物、加工・組立・塗装設備等） 
（11）売上高     ２０１２年度 約４５億円 ２０１３年度 約７７億円。 

 
２．アセアン地域での販売の現状と進出地選定理由 

現在は、千葉工場製の建設機械を輸出し、アセアン地域各国の現地代理店を通じ、販売・

サービスを進めています。２００９年度同地域向けの販売台数は約２５０台ですが、今

回の工場建設により２０１４年度１,０００台の販売を見込みます。進出地として、イン

ドネシアは人口約２億人を擁し、資源需要の拡大や社会資本の整備に伴い、アセアン地

域全体の建設機械の約半分を占める最大の市場として今後益々拡大が期待できます。当

社としては安定した商品の供給と為替の影響を受けない中で販売を拡大するため、 
１,０００台規模の生産能力と販売・サービスを統括する会社を現地に設立し、アセアン

地域市場で事業拡大をはかります。                              
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工場建設予定地 インドネシア 

 
 
  

                 カラワン県  
                 首都ジャカルタから 東へ約６０Kｍ    
 
 
 

３．お問い合わせ先 
  住友重機械工業株式会社   IR・広報室 担当 加納  

   TEL ０３－６７３７－２３３２ 
   

住友建機株式会社      企画管理部 総務グループ 担当 浦島 
                TEL ０３－６７３７－２６００              

 
 
                                  以 上 
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